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　1948年（昭和23年）成田製陶所は設立されました。当時、金属が主流であったガス・ストーブの熱反射板
（スケルトン）をセラミック耐火物製にすることに成功し、すばやく量産化するとともにJIS化にも成功しました。
セラミック耐火物を使用したガス・ストーブは当時の大ヒット商品となり、会社は急速に成長しました。
　当社は「創造を開発」を止めることなく、その後も燃焼分野を開拓し続けました。点火プラグ、フレームセン
サー（炎検知）、ガス赤外線バーナなどセラミックス材料を主体とした製品を次々と開発し、世に送り出してい
ます。
　それらの燃焼分野の製品に加え、多孔質セラミックスの成形技術開発を推し進めた結果、高品質な三次元
網目構造を作り出すことに成功し、現在では主に金属精錬用セラミックスフィルターとして業界に認知されて
います。
　さらに今までにない成形技術を用い、気孔率50～80％を自在に制御し、セラミックス材料の種類に依存し
ない高気孔率球状セル構造セラミックス多孔体（セラントラT.M.）を開発いたしました。光触媒などの環境分
野への製品として提案していきたいと考えています。
　「ニーズを求めて自分たちで創る」そんな熱意こそがお客様のご要望にお応えできる唯一の道と信じていま
す。

本社工場

三次元網目構造
金属精錬用セラミックフィルター等

点火プラグ碍子の生産工程


